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田
原
市
で
は
、第
１
次
田
原
市
総
合

計
画
の
施
策
体
系
に
基
づ
き
、「
施

策
評
価
」と「
事
務
事
業
評
価
」と
い
う
２

段
階
の
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

こ
で
は
、平
成
22
年
度（
平
成
21
年
度
実
施

事
業
）の
行
政
評
価
結
果
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

□
行
政
評
価
と
は

　

行
政
は
、市
民
生
活
の
向
上
と
地
域
の

発
展
を
目
指
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。行
政
評
価
と
は
、こ

う
し
た
行
政
活
動
に
つ
い
て
、そ
の
目
的

1
市
の
業
務
を
客
観
的
に
評
価

平
成
22
年
度
の
行
政
評
価
結
果
に
つ
い
て□

施
策
の
進
捗
状
況
は

　

田
原
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
の
進

捗
状
況
の
割
合
を
、６
つ
の
分
野
別
に
グ

ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。全
体
で
は
、「
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
」が
65
・
４
％
、「
予

定
よ
り
遅
れ
て
い
る
」が
34
・
６
％
と
な
り

ま
し
た
。

□
実
施
の
方
向
性
は

　

田
原
市
が
実
施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い

て
、「
妥
当
性
」「
有
効
性
」「
効
率
性
」を
評

価
し
、「
今
後
の
課
題
」「
改
善
の
方
向
性
」

を
検
討
し
ま
し
た
。そ
れ
を
基
に
、次
年
度

以
降
に
お
け
る「
事
業
実
施
の
方
向
性
」を

総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、「
継
続
」が
93
・

６
％
、「
他
事
業
に
よ
る
代
替
」が
２
・
８

％
、「
完
了
」が
３
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

●施策の体系と行政評価

を
明
確
に
し
な
が
ら
、成
果
を
数
値
化
し

て
客
観
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

行
政
評
価
の
手
法
は
、自
治
体
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。田
原
市
で
は
、総
合
計

画
の
進
捗
管
理
を
行
う
た
め
の「
施
策
評

価
」と
、個
別
の
事
務
事
業
を
評
価
し
、継

続
的
な
改
善
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の

「
事
務
事
業
評
価
」を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、評
価
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
、行
政

の
透
明
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
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ピーディーシーエー

ＤＣＡマネジメントサイクル

分野
（6分野）

施策
（49施策）

基本事業
（162事業）

事務事業
（約1000事業）

施策評価
49施策を評価

事務事業評価
505事業を評価

計画
PLAN

改善策に基づいた
計画を作ります。

評価
CHECK

成果を数値化して
評価を行います。

改善
ACTION

評価結果に基づき
事業の改善策を
検討します。

実施
DO

計画に沿って
事業を実施
します。

行政評価
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